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富山県武道館指定管理者業務仕様書 

 

富山県武道館（以下「武道館」という。）の指定管理者が行う業務の範囲及び内容等は、こ

の仕様書による。 

 

１ 趣旨 

  この仕様書は、武道館の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について定めること

を目的とする。 

 

２ 法令等の遵守 

  武道館の管理にあたっては、この仕様書のほか、次に掲げる法令等に基づき実施する。 

(1) 地方自治法 

(2) 富山県営体育施設条例 

(3) 富山県営体育施設条例施行規則 

(4) 富山県個人情報保護条例 

(5) 労働基準法、労働安全衛生法、その他労働関係法令 

(6) その他の関係法令（施設の安全確保のための各種規則法令等） 

 

３  管理の基本的な考え方 

指定管理者の管理運営に関する基本的な考え方は、次のとおりです。 

 (1) 施設、施設設備については、位置、機能及び特性を充分に把握したうえで、その機能

を充分発揮させるとともに、利用者が快適かつ安全に利用できるよう適時適正な維持管

理、保守点検等を行うこと。 

 (2) 多様なニーズに応えるため、常に来館者の要望等を聴取し、管理に反映させるほか、

情報の発信にも努めること。 

(3) 県民との協働を積極的に推進し、施設の維持管理や運営管理、環境教育や環境保全等

に寄与する活動を推進すること。 

(4) 常に施設利用の促進に努めるとともに、運営管理にあたっては、特に地域や関係団体

との協調・連携を図ること。 

 

(5) 公の施設であることを常に念頭において、施設の利用に関し公平性を確保するこ

と。  

(6) 予算執行に際しては、管理計画及び協定書に基づき適正かつ効率的に運営するこ

と。  

(7) 効率的な施設の管理運営を行い、経費の節減に努めること。  

 

４ 業務の範囲・内容 

(1) 職員の配置 

武道館専任の統括責任者及び武道館の管理運営を実施するために必要な資格、知識及

び技術を有する職員を配置するとともに、育成・資質向上を図るため必要な研修等を実

施すること。 

 

(2) 施設の維持管理 

   ア 危機管理対応 
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(ｱ) 予防対策 

自然災害、人為災害、事故等あらゆる緊急・非常・不測の事態に対しては危機管

理体制を構築するとともに、対応マニュアルを作成し、災害時の対応について随時

訓練を実施すること。また、消防署等からの指摘があった場合には、直ちに改善措

置を講ずること。 

(ｲ)  災害対応 

上記災害等の際には、遅滞なく適切な措置を講じたうえ、県をはじめ関係機関へ

連絡を行うこと。 

   (ｳ)  避難所等となった場合の運営協力 

施設所在市町村が避難所等として使用する際には、避難所等の管理・運営に協力

すること。 

イ 消防法に定める防火管理者（甲種）を配置するとともに、防災訓練を実施し緊急時

に備える。 

ウ 施設の管理業務日誌等、諸帳簿を作成し、必要に応じて県に提出する。 

エ 健康増進法による受動喫煙防止対策として、館内は全面禁煙とする。 

 

(3) 設備機器の維持管理 

常に善良な管理者の注意義務をもって管理し、適正な利用に供するよう日常及び定期

点検を行い、必要に応じて部品交換や補修・修繕を行う。 

なお本仕様書は、募集に際して必要とされる業務の標準を示したものである。作業回

数の定めのない業務については、設備機器の稼動状況等に応じ、指定管理者が適宜判断

して行うこと。 

ア 設備機器等運転管理業務 

(ｱ) 業務の内容 

ａ 設備機器の運転操作及び監視 

ｂ 設備の維持管理（日常巡視点検、定期点検、整備補修） 

ｃ 設備に関する臨機の措置 

ｄ 環境衛生管理業務 

ｅ 法定検査及び報告 

       (ｲ) 保守員の配置 

       設備管理業務責任者、電気主任技術者等、業務に必要な有資格者を配置する。 

       ※県総合運動公園と兼務可能。 

     (ｳ) 仕様書 

       別紙１のとおり 

イ 自家用電気工作物保安管理業務 

(ｱ) 電気工作物の維持運用について、定期的な点検、測定及び試験を行い、経済産業

省令に定める技術基準の規定に適合しない事項、又は適合しないおそれのあると

きは、必要な措置をとる。 

(ｲ)  電気事故その他電気工作物に異常が発生し、又は発生するおそれのある場合、

原因を調査し、応急措置を講ずるとともに、必要に応じて、電気事業法第 106 条

第４項の規定に基づく、電気関係報告規則に定める電気事故報告の作成及び手続

を行う。 

(ｳ) 電気事業法第 107 条第３項の規定に基づく立入検査の立会いを行う。 

   ウ  自動ドア保守点検管理業務 

     (ｱ) 定期点検（年２回） 

       外観、精度及び機能試験等、点検及び調整を行い、最良の稼働状況を確保する。 
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(ｲ) 設備機器 

３か所（地下１Ｆ風除室２か所、地上１Ｆ風除室１か所） 

   エ エレベーター保守点検管理業務 

(ｱ) 定期点検（月１回） 

   外観、精度及び機能試験等、点検及び調整を行い、最良の稼働状況を確保する。 

(ｲ) 定期検査（年１回） 

建築基準法第 12条第２項に準じた定期検査を行う。 

(ｳ) 設備機器 

油圧乗用エレベーター 車椅子兼用１基 

（地震管制運転装置・停電時自動着床装置付加） 

   オ 映像設備 

    (ｱ)  定期点検（年１回） 

      外観、精度及び機能試験等、点検及び調整を行い、最良の稼働状況を確保する。 

    (ｲ) 設備機器 

      ７台（固定式：武道場（畳）（板）それぞれ１台、交流の辻１台、地上１F１台、

移動式：３台を想定） 

   カ 照明制御システム保守点検 

    (ｱ) 定期点検（年１回） 

      外観及び総合点検、機能及び特性試験並びにデータの保存等、試験、点検及び

調整を行い、最良の稼働状況を確保する。 

    (ｲ) 設備機器 

     ａ 照明制御操作盤 １基 

          ｂ  端末器     64 台 

    (ｳ) 点検項目 

     ａ 入力電圧 ＡC100V 又は 200V 

     ｂ 動作試験 設定された各パターンによる動作 

          ｃ 外観点検 操作盤の損傷、発錆、汚損の有無 

          ｄ 内部点検 接続部の緩み、断線等の有無 

キ 電話設備保守点検業務 

(ｱ) 定期点検（年１回） 

   電気通信事業法、総務省令、その他関係諸法令及び第１種電気通信事業者の定

める技術基準を遵守し、通信状態及び機能確認等、試験及び点検を行い、最良の

稼働状況を確保する。 

 (ｲ)  設備機器 

   ａ  電話交換機  １台 

    ｂ  多機能電話機 ９台 

   ｃ  一般電話機  19 台 

 

(4) その他維持管理 

ア 清掃業務 

    (ｱ) 定期清掃 

      床面清掃、除塵及び汚損部分の除去等により、利用者が快適に施設を利用でき

るようにする。 

     (ｲ) 仕様書 

     別紙２のとおり 

     ※なお、仕様書は、指定管理者の募集に際して必要とされる業務の標準を示し
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たものである。施設の美観保持を勘案し、適切な業務回数を確保するほか、

回数の定めのない清掃業務については、指定管理者が適宜判断して行うこと。 

イ 警備業務 

(ｱ) 盗難予防 

ａ 潜伏者、徘徊者、不審者などの発見と排除 

ｂ その他、不良行為者の発見と排除 

ｃ 事故発生時における関係警察署への通報連絡 

(ｲ) 火災防止 

   ａ 火災の早期発見と初期消火 

   ｂ 火災発生時及び発見時の関係消防署への通報連絡 

(ｳ) 警備方法 

有線式自動警報装置（遠方通報監視装置）による機械警備方法 

(ｴ) 警備時間 

閉館後から開館前の間 

 

(5) 利用の承認及び利用料金の徴収等 

ア 利用承認申請の受付及び案内誘導を行う。 

   イ 利用承認に当たっては、次の基準により承認する。 

(ｱ) 専用（団体）利用 

県、県教育委員会、県スポーツ協会及びその加盟団体が、主催、共催、又は主管

するスポーツ大会及び各種事業を優先させること。 

なお、武道館の設置目的を鑑みつつ、武道団体等から問い合わせがあった場合

は、積極的に対応すること。 

(ｲ) 一般利用 

    専用利用の承認状況を鑑みて承認することとし、富山県公共施設予約システム

の他、事務室窓口や電話での予約等により、随時承認する。 

ウ 武道館の利用料金は、富山県営体育施設条例第 11 条第２項の規定により、同条例

の別表第３で定める金額（別紙３）の範囲内において指定管理者が県の承認を受けて

定めるものとし、徴収した利用料金は、指定管理者の収入とする。 

エ 指定管理者は、県の承認を受けて定めた基準により利用料金を減免することができ

るものとし、この場合は事業計画書によりその基準を提案すること。   

オ 利用者の活動等の便宜を図るため、施設備え付けの備品等を貸し出す。また、設営・

利用方法がわからない利用者への支援を行う。 

    なお、ＡＥＤ機器及び券売機は、次に示す台数を参考に、指定管理者がリースによ

り調達するものとする。（原則として指定管理期間終了日まで） 

   また、指定管理満了時は、指定管理者の負担により機器を撤去すること。 

   (ｱ) ＡＥＤ機器 ２台 

  (ｲ) 券売機   １台 

カ イベントの開催や通常の利用においては、周辺の住民や地域の団体に迷惑がかから

ないよう事前に調整し、利用者団体及び競技団体とも連携し、融和を図りながら運営

すること。 

 

(6) 武道の普及・啓発活動 

     本県における武道競技の振興・競技力向上に寄与する施設として、次に掲げる事項に

留意して武道の普及・啓発活動を行うものとする。  

ア  武道館を訪れた者が「武道を知る」「関心を持つ」ための取組  



5 
 

イ  レガシーショーケースや館内での武道に関する歴史や理念を学べる物品の展示・更

新 

ウ  各武道団体と連携し、「心・技・体」を鍛錬する場の提供の企画  

 

(7) 全国都道府県立武道館協議会業務  

全国都道府県立武道館協議会（事務局：（公財）日本武道館内）加盟武道館として、

同協議会の理事会へ出席するとともに、各武道団体と連携しその他必要な業務を行うも

のとする。 

なお、同協議会の会費等、必要な経費は指定管理者が負担するものとする。 

 

(8) その他武道館の利用促進等に関する業務  

      指定管理者は、武道館の利用促進を図るため、武道館及び武道館で実施されるイベン

トのＰＲのために、以下の例を参考に、必要な媒体の作成、配布等を行うものとする。  

    ア 来館者案内・施設案内、イベント案内のパンフレットの作成、配布 

    イ ホームページの開設、更新  

ウ ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）による情報発信  

 

 (9) 魅力向上事業（自主事業）について（募集要項及び募集要項別添「富山県総合運動公

園及び富山県武道館の魅力向上に関する事項」に準ずる） 

魅力向上事業は、次の点を満たしたうえで、武道館の利用促進を図るため、武道教室

やイベント及び県民のスポーツ実施率向上に資する普及活動等を実施すること。 
ア 事業の内容が、武道館の設置目的に反しないものであること。 
イ 事業の実施にあたって、他の利用者の利用の支障とならないこと。 
ウ 収支計画上、県が支出する指定管理料を魅力向上事業に要する経費に充当するこ

とはできないこと。 
エ 参加者に参加料を求める場合は、その額が適正なものであること。 
オ 魅力向上事業を行う場合においても、施設の利用料金は利用料金収入として計上

し、それ以外の収入は自主事業収入として指定管理者の収入とすること。 
 

(10) 開館準備業務（募集要項に準ずる） 

   武道館の竣工後、一般利用開始までの期間の開業準備業務について、指定管理業務

とは別に指定管理者へ別途提示する金額により随意契約で委託する。  

開業準備業務の主な内容は以下の通り。  

  ア 武道館の予約受付業務（一般利用開始の概ね１カ月前から受付）  

  イ 維持管理業務（光熱水費等の管理費用は、委託料に含む。）  

  ウ 広報宣伝業務（武道館のパンフレット作製、ウェブサイトの更新を含む。）  

  エ 落成記念式典支援業務・内覧会開催業務  

  オ その他必要な業務  
 

５ その他留意事項 

(1) 県からの要請への協力 

ア 県から、施設の管理運営及び施設の現状等に関する調査の指示等があった場合には、

迅速、誠実、かつ積極的な対応を行うこと。 

イ その他、県が実施又は要請する業務（県有建築物の定期点検及び緊急安全点検、防

災訓練、行催事イベント、要人案内、当該施設の管理に関する会議、監査・検査等）

への参加・支援・協力・実施を積極的かつ主体的に行うこと。 



6 
 

 

 (2) 保険加入 

    武道館管理業務における瑕疵による第三者への補償を担保するため、下記以上の内容

の施設賠償責任保険に加入すること。 

    ※なお、施設賠償責任保険は、県総合運動公園と合わせて、一括で契約すること。 

対人賠償 対物賠償 

１名あたりの支払限度額 １事故あたりの支払限度額 １事故あたりの支払限度額 

70,000 千円 300,000 千円 5,000 千円 

 

(3) 県と指定管理者で協議・調整を要する事項 

    次の事項については、県と指定管理者が調整又は協議を行うこと。 

ア 施設の管理運営に係る各種規程・要綱等を作成する場合 

イ 本仕様書に記載のない事項 


